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まえがき 

 

 建設工事から発生する掘削残土・河川や湖沼に堆積した底泥や軟弱地盤の処理処分が、環境

保全上大きな問題となっていたことから、建設省（現国土交通省）では昭和５６年度の総合技

術開発プロジェクト「建設事業への廃棄物の利用技術の開発」のテーマの中に泥土の処理およ

び利用技術の開発が取り上げられました。これらを背景に民間企業数社が昭和 61年から財団法

人土木研究センターに泥土を連続的に、かつ効率的に混合処理を行う技術開発を委託し、誕生

した技術がプラント式安定処理工法のＭＵＤＩＸ工法〔マディックス〕です。 

 その後、廃棄物処理法の数次にわたる改正や資源有効利用促進法および個別リサイクル法の

制定が行われ、平成 12年度には循環型社会形成推進基本法が制定されるとともに、建設工事に

係わる個別リサイクル法として、「建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律（建設リサ

イクル法）」が制定されるなど建設副産物対策としてリユース、リデュース、リサイクルの推進

と廃棄物の適正処理が望まれ、発生土や汚泥を資源化し有効活用するための工法としてＭＵＤ

ＩＸ工法は採用されました。 

 ＭＵＤＩＸ工法は混合撹拌性能が優れていることや、超軟弱な泥土の処理から第２種建設発

生土の土性改良まで広範な発生土に適用できるなど多くの特徴があることから、その施工実績

も着実に増加しており、令和４年度末には４００万ｍ３を越えることができました。 

 前回の積算資料を「令和５年度国土交通省土木工事積算基準」に準拠して見直し、設計・積

算に係わる皆様に活用していただけるよう、ここに改訂の運びとなりました。内容的にはまだ

十分なものになってはいませんが、積算のお役に立てば幸いです。 

 

 今後とも、「ＭＵＤＩＸ工法」の普及及び発展のため、ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

令和６年 ２月   

 

                             泥土処理研究会 
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１． ＭＵＤＩＸ工法の積算 

 

従来実施されてきたプラント式の処理工法では、「堆積泥土」や「掘削泥土」を改良材と混

練する方法として、ミキサーに一定量の泥土を投入し混練と排泥を繰り返しながら施工する

バッチ方式が採用されておりました。ＭＵＤＩＸ工法の特長はこれらのバッチ方式とは異な

り、連続的な処理方式により泥土を多量に処理することが可能であり、施工管理を自動化す

るシステムを装備しております。 

このシステムを採用することにより、泥土の改良が効率的に高い精度で行われ、少ない作

業、少ない作業要員により多量の処理が可能なことから、より経済的な方法といえます。 

 

 

１－１ ＭＵＤＩＸ工法の利用形態 

 

ＭＵＤＩＸ工法は種々な組合せによる利用方法がありますが、当積算資料では以下のケー

スに分類しております。一般的に流動性のある土性はＭＵＤＩＸ-Ｓ・Ｋ、流動性の無い土性

にはＭＵＤＩＸ-Ｔを使用します。 

 

（１）流動性のある土性 

① 陸上にプラントを設置するケース（ＭＵＤＩＸ-Ｓ・Ｋ） 

② 台船上にプラントを設置するケース（ＭＵＤＩＸ-Ｓ・Ｋ） 

（２）流動性の無い土性 

③ 陸上にプラントを設置するケース（ＭＵＤＩＸ-Ｔ） 

 

また、泥土処理対象土質の物理性状や、再利用先の形態・養生の有無等により改良土の排

出方法を現場状況に応じて選定できるよう設定しております。 

 

その他、建設残土を処理して埋戻土に利用する方法や、大量の泥土を短期間に処理する方

法・ズリ、火山岩、汚染土壌の処理方法も実績を有していますので、詳しくは泥土処理研究

会にお問い合わせ下さい。 
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１－２  積算価格の構成 

 

ＭＵＤＩＸ工法における直接工事費、運搬費を示し、その他の共通仮設費、現場管理費、一

般管理費は除いてあります。 

積算価格の構成は下図を基準といたします。その他、ＭＵＤＩＸ工法の技術管理費に係わる、

事前調査室内試験(室内配合試験を含む)及び事後調査の費用は、積み上げ計上するものといた

します。 

 

 

１） ＭＵＤＩＸ工法の適用範囲は、上記構成図の枠内部分とし、直接工事費及び運搬費を対象 

としています。 

２） 材料費とは、セメント、セメント系固化材、生石灰、石灰系固化材、改質剤、不溶化剤等の 

改良材とします。運転費に含む材料費(主燃料、雑油脂または雑品等)は除きます。 

３） 泥土処理対象土質は、粘土、シルト、砂質土、有機質土等の泥土から第２種建設発生土とし

ます。 

４） 令和 6年度以降の直轄土木工事の週休 2日補正係数を考慮します。（令和 7年以降未定） 

  現場閉所 労務費：1.04 機械経費（賃料）：1.02 共通仮設費：1.03 現場管理費：1.05 

  交代制  労務費：1.04 現場管理費：1.03 

請
負
工
事
費 

仮設費(処理装置組立・解体) 

労務費 特許使用料 

水道光熱電力料 

定期整備費 

工
事
価
格 

消
費
税
相
当
額 

工事原価 直接経費 

機械経費 

機械損料 

現場修理費 

償却費 

機械管理費 

(運転)材料費 

(運転)労務費 

運転経費 

運 搬 費 

(積み上げ計上) 

技 術 管 理 費 

(積み上げ計上) 

準 備 費 

事業損失防止施設費 

 安 全 費 

 役 務 費 

 営 繕 費 

 

共通仮設費 間接工事費 

現場管理費 

 

直接工事費 

一般管理費 
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１－３ 施工機械の組合せ 

施工機械の組合せは、下記の掘削方法、運搬方法、揚土方法、投入方法、混合方法、排

出養生方法を検討対象の条件に見合うケースを抽出します。施工機械の組合せは、代表的

な施工方法として、陸上にプラントを設置するケースの２方法、台船上にプラントを設置

するケースを下記に示します。 

 

  工程                 施工方法 

 

掘削方法 

 

 

 

運搬方法 

 

     

揚土方法   

 

 

貯泥方法                  ピット貯泥 

 

    投入方法 

 

 

     

混合方法 

 

    

 

     

排出養生方法 

 

                                            

 

各施工段階において、上記に紹介する方法を抽出する。 

 

積算対象範囲

ベルコン排出　　　

送泥
方法

混合
方法

掘削
方法

揚陸
方法

排出
養生
方法

　　　　ポンプ排出→養生ピット 　ポンプ排出→養生ピット

運搬
方法

　　　船上処理→直接打設ベルコン排出　　　

送泥ポンプ

選別装置

選別装置

土運船 パイプ搬送

直接投入

ＭＵＤＩＸ
ＭＵＤＩＸ

排泥ポンプ 排泥ポンプ

（夾雑物有）※２

土運船※１ ピット※１

（夾雑物有）※２

グラブ・バックホウ浚渫 グラブ・バックホウ浚渫

Ⅰ方法 Ⅱ方法 Ⅲ方法

選別装置

土運船

直接投入

ＭＵＤＩＸ
ＭＵＤＩＸ

選別装置

ＭＵＤＩＸ

排泥ポンプ

艤装台船

軟弱地盤掘削

ダンプトラック

送泥ポンプ

選別装置

パイプ搬送orベルコン

ベルコンベルコン

ピット※１ピット※１ ピット※１

（夾雑物有り）※２

（夾雑物有）※２

（夾雑物有り）※２

グラブ・バックホウ浚渫シールド残土 地山掘削

Ⅳ方法 Ⅴ方法
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（1）代表的な施工方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 陸上にプラントを設置のケース（ＭＵＤＩＸ-Ｓ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２ 台船上にプラントを設置のケース（ＭＵＤＩＸ-Ｓ） 

 

積算対象範囲

※１　ピット製作費、土運船に係わる費用は別途計上して下さい。
※２　礫・ガラ等夾雑物の処分費は別途計上して下さい。
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→掘削搬出 



 

 

 

図１－３ 陸上にプラントを設置のケース（ＭＵＤＩＸ-Ｔ）  
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（2）機械装置の形状・寸法 

 

(mm)

MUDIX-V MUDIX-S MUDIX-T(1) MUDIX-T(2) MUDIX-K

L 3,300 6,500 5,500 6,275 4,700
W 3,300 2,220 3,350 2,680 1,480
H 6,500 3,700 2,262 2,600 1,650
L 2,410 2,410 2,000 2,000 2,410
W 2,200 2,200 2,000 2,000 2,200
H 4,600 4,600 4,500 4,850 4,600
L 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600
W 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800
H 2,380 2,380 2,380 2,380 2,380

泥土処理装置

改良材供給装置

運転管理室

型式

 

     図１－３  機械装置の形状寸法 
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（3）主要機械の配置 

  主要機械の配置例を以下に示します。 

 

【例その１】 

 陸上に設置するプラントの配置例(ＭＵＤＩＸ-Ｓ) 

現場事務所

固化材運搬車
バックホウ

処理装置

泥土混合

サイロ

固化材

運転管理室
ﾌﾟﾗﾝﾄ用発電機

サイロ

供給機

排泥ポンプ MUDIX

送泥ポンプ

選別装置

ポンプ用発電機

ポンプ用発電機 水
槽

空気圧縮機

30m

13
m

受泥ピット

 

図１－４  陸上施工 主要機械の配置（流動性のある土性） 

  機械足場の地耐力不足が想定される場合、仮設足場としての敷鉄板を必要とします。 

  受泥ピットは、現場状況に応じた大きさのものが必要となります。 

 

【例その２】 

 陸上に設置するプラントの配置例(ＭＵＤＩＸ-Ｔ) 

 

図１－５  陸上施工 主要機械の配置（ＭＵＤＩＸ-Ｔ） 
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【例その３】 

 台船施工時（ＭＵＤＩＸ-Ｓ-１００）の配置例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－６  台船施工時 主要機械配置図（ＭＵＤＩＸ-Ｓ-１００） 
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【例その４】 

 泥土投入時に用いるバックホウ構台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－７  バックホウ構台(覆工板を用いる場合) 
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図１－８  バックホウ構台（中詰材を用いる場合） 
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（4）施工機械の組合せ 

    代表的な施工機械の組み合わせを下表に示します。 

表１－３－１ ＭＵＤＩＸ工法-５０ｍ３／ｈ（ＭＵＤＩＸ-Ｓ） 

区

分 
施工方法 陸上プラント 台船上プラント 

原

料 

土 

の 

供 

給 

選別装置 22.0KW 22.0KW 

送泥ポンプ 40～75m3/h 87KW ― 

配管関係（φ150） 12m ― 

バックホウ 山積0.8m3級 山積0.8m3級 

発動発電機 200KVA ― 

 

 

 

混 

 

 

合 

 

 

処 

 

 

理 

混

合

処

理

装 

置 

泥土混合処理機 48.0KW 

改良材供給機 22.0KW 

運転管理装置 5.5kW 

空気圧縮機 19.0m3        防音防湿型 

                           

サイロ 
30t       15.4KW 

×1 ×1 

                          

集塵機 
1.5KW 

×1 ×1 

発動発電機 200KVA 350KVA 

 水供給 水槽５ｍ３     水中ポンプ50㎜  0.75KW 

高圧洗浄機 3.7KW 

処 

理 

土 

の 

排 

出 

排泥ポンプ 40～75m3/h 87KW 

配管関係 圧送距離 100m 16m 

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ 

(W600㎜ L10m) 
― 

バックホウ ― 山積0.8m3級 

発動発電機 150KVA ― 

      養生ピット      養生等は現場条件によって別途ご配慮願います。 

 

＊泥土処理対象土質の物理性状や、泥土の受入方法、再利用先の形態・養生の有無により、送泥ポン 

プの有無、改良後の排出機器を排泥ポンプもしくはベルトコンベアを選定してご活用下さい。 
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表１－３－２ ＭＵＤＩＸ工法-１００ｍ３／ｈ（ＭＵＤＩＸ-Ｓ） 

区

分 
施工方法 陸上プラント 台船上プラント 

原

料 

土 

の 

供 

給 

選別装置 22.0KW 22.0KW 

送泥ポンプ 95～150m3/h  147KW ― 

配管関係（φ200） 18m ― 

バックホウ 山積1.4m3級 山積1.4m3級 

発動発電機 350KVA ― 

 

 

 

混 

 

 

合 

 

 

処 

 

 

理 

 

泥土

混合

処理

装置 

泥土混合処理機 60.0KW 

改良材供給機 22.0KW 

運転管理装置 5.5kW 

空気圧縮機 19.0m3        防音防湿型 

                           

サイロ 
30t       15.4KW 

×2 ×2 

                          

集塵機 
1.5KW 

×2 ×2 

発動発電機 200KVA 350KVA 

水供給 水槽５ｍ３     水中ポンプ50㎜  0.75KW 

高圧洗浄機 3.7KW 

処 

理 

土 

の 

排 

出 

排泥ポンプ 95～150m3/h 147KW 

配管関係（圧送距離）  150m 24m 

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ 

(W900㎜ L10m) 
― 

バックホウ（打設ホース用） ― 山積1.4m3級 

発動発電機 350KVA 

      養生ピット      養生等は現場条件によって別途ご配慮願います。 

 

＊泥土処理対象土質の物理性状や、泥土の受入方法、再利用先の形態・養生の有無により、送泥ポン 

プの有無、改良後の排出機器を排泥ポンプもしくはベルトコンベアを選定してご活用下さい。 
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表１－３－３ ＭＵＤＩＸ工法-１００ｍ３／ｈ（ＭＵＤＩＸ-Ｔ） 

区 

分 
施工方法 ＭＵＤＩＸ-T（１） ＭＵＤＩＸ-T（２） 

原
料
土
の
供
給 

解砕選別装置 山積0.8～1.4m3級 

バックホウ 山積0.8～1.4m3級 

混 
 

合 
 

処 
 

理 

混
合
処
理
装
置 

土砂供給機 7.0m3 7.5kw 

引出ベルコン L=4.3m 7.5kw 

計量ベルコン L=9.0m 7.5kw 

ミキサー 
200t/h 

45kw×2 37kw×2 

排出ベルコン L=10.0m 7.5kw 

改良材供給機 2.9m3 3.7kw 

中央管理装置 - 

サイロ 
30t            15.4kw 

×2 ×2 

発動発電機 200KVA  

発動発電機 100KVA 

処理土ピット    現場条件によって別途ご配慮願います。 

 

＊（１）、（２）はミキサー形状が異なります。 
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１－４ 施工能力の算定 

 

(1) 標準時間当たり処理能力 

 

処理機の選定については、処理機の泥土処理能力から選定されます。 

尚、処理土量は、流量計量の場合、浚渫および掘削側から供給された土砂等（地山変化後

の土量）を処理する土量と致します。 

重量計量の場合、供給された土砂等を地山、地山変化後の土量どちらにも処理する土量を

設定できます。 

処理機の標準時間当たり泥土処理能力を表１－４－１に示します。 

 

表１－４－１ 標準時間当たり処理能力 

処理機 処理能力 計量方法 

ＭＵＤＩＸ-５０ ５０  （ｍ３/h） 流量 

ＭＵＤＩＸ-１００ １００（ｍ３/h） 流量 

ＭＵＤＩＸ-Ｔ ２００（ｔ/h） 重量 

※ ＭＵＤＩＸ-Ｔの処理能力はｍ３/ｈに換算します。 

例）湿潤密度 γt：１．６ｔ／ｍ3の時 

２００(ｔ/ｈ) / １．６(ｔ/ｍ3)=１２５（ｍ３/ｈ） 

なお、大容量な処理能力が必要な場合には、これらの機種組合せにより対応致します。 

 

(2) １日当たりの処理能力    

 

１日当たりの処理能力は、次式で算定します。    

 

  Ｑ＝ｑ×Ｅ1×Ｅ2×Ｔ 

Ｑ：１日当たり処理土量   （ｍ３/日） 

ｑ：時間処理能力     （表１－４－１） 

Ｅ1：土質区分        （表１－４－２）    

Ｅ2：夾雑物の有無  ０．９（有） １．０（無） 

Ｔ：１日当たり作業時間 ６．２（ｈ）＊日ごと作業が改良作業のみ場合 

 ４．２（ｈ）＊日ごとの後工程に整正・転圧を含む場合 

     （但し、土砂の供給側の能力や時間的制約がある場合は作業時間を調整） 

表１－４－２ 土質区分における係数 

 陸上作業 船上作業 

高含水比粘性土 ０．５ ０．３ 

粘性土 ０．８ ０．３ 

シルト ０．９ ０．４ 

砂質土 １．０ ０．５ 
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１－５ 試運転調整 

 

 工事着手前における各種機器の調整等については下表の通りとします。 

 

表１－５－１ 試運転調整歩掛 

処理機 50㎥/h 100㎥/h、200t/h 

試運転日数 2日 3日 

＊試運転費用は、運転 1日当たりの処理費を試運転日数計上するものと致します。 

 

１－６ 改良材の選定 

 

従来より、改良材としてはセメントや石灰などが使用されてきましたが、軟弱土中にはセ

メントや石灰などの化学反応を阻害する要因や六価クロム溶出の懸念があります。 

セメント系固化材はこれらの阻害要因を克服し、また改良目的や改良方法・改良程度に応

じて様々な対象土に対応できるよう開発された材料です。適正な材料の選定、合理的な設計・

施工により、従来の材料に比べて少ない添加量で優れた改良効果が得られ CO2削減に寄与し

ます。 

 

１- ７ 改良材使用量 

 

固化材使用量の決定に際しては、現地土を用いた室内配合試験を行います。室内配合試験

結果から決定された固化材料に加えて、標準的な施工に伴うロス率を以下の通り見込み。そ

の合計を計上します。 

 

Ｖ=ｖ×S×（1+ｋ）/1000 

 

ここで、V：全体の固化材使用量（ｔ） 

ｖ：処理土量１ｍ３に対する改良材添加量 (kg/m3) 

Ｓ：処理土量 （ｍ３） 

ｋ：ロス率 ３％ 
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１－８ 特許使用料 

 

本工法は特許工法であり処理土量１ｍ3当たりの特許使用料は下記の通りです。 

特許番号・登録商標を表１－８－１に示します。 

 

ＭＵＤＩＸ工法特許使用料  ・・・・・・  20円/ｍ３ 

 

表１－８－１ 特許番号 

＜特許＞ 

 

粉粒体圧送供給装置                特許第６９４８６６５号 

 

管路ミキサ及びこれを用いた混合物の製造供給方法  特許第６６２６１４４号 
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２－７ 技術管理費内訳 

（１） 概要 

     ＭＵＤＩＸ工法の技術管理項目として、配合試験と現場品質管理の２つ 

    が挙げられる。 

 

（２） 配合設計 

１）試料採取 

・ 代表的な試料を採取する。 

・ 土層が明らかに異なる場合、想定される土質ごとに試料を採取する。 

 

２）室内土質試験 

・ 土粒子の密度試験、含水比試験、土の湿潤密度試験、粒度試験、液性限界試験、

塑性限界試験、ｐＨ試験、強熱減量試験など対象土質により試験項目を選定し、

各試料において試験を行う。 

 

３）室内配合試験 

  ・試験条件を以下に示す。 

 

表２－７－１ 試験条件 

  

項目 

 

 

配 

 

合 

 

試 

 

験 

改良材種類 

セメント系固化材 

石灰系固化材、生石灰 

普通ポルトランドセメント 

高炉セメント、不溶化剤 

などから１～３種類選択 

改良材添加量 

ａ（㎏／ｍ3） 
３水準 

材令（日） 3,7,10,28（使用目的に応じて設定） 

供試体作製方法 

JGS  0821 安定処理土の締固めをしない供

試体作成方法 

JGS  0811 安定処理土の突固めによる供試

体作成方法 

※利用目的に応じて選択 

強度試験（管理方法により選択） 
土の一軸圧縮試験 JGS0511 

締固めた土のコーン指数試験 JGS0716 

六価クロム溶出試験 環境庁告示 第 46 号 

備 考 
 

 

施工条件等に応じて含水比調整を行う場合

もある。 

六価クロム溶出試験は生石灰、不溶化剤使

用の場合は不要。 
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（３）現場品質管理 

    現場品質管理試験は、改良土の利用目的に応じて異なり、各々の目的 

   にあった管理手法を用いるものとする。 

 

 内訳書    技術管理費 

名  称 仕  様 単位 数量 摘  要 

配合設計費 1回 1試料 1配合当たり  式 1.0  

試料採取費 1回当たり  式 1.0  

土質試験費 1試料当たり  式 1.0  

室内配合試験費   式 1.0  

六価クロム溶出量試験  検体 1.0  

計     

現場品質管理費 

日常品質管理費   式 1.0  

報告書作成費   式 1.0  

雑品   式 1.0  

 

泥土の土質試験 

土 性 が 一 定 土 性 が 異 な る 

土 性 の 把 握 

添 加 量 可 変 

養 生 後 掘 削 利 用 

締固めた土の 

コーン指数試験 

土の一軸圧縮試験 

添 加 量 一 定 

そ の ま ま 利 用 

土の一軸圧縮試験 

土の含水比試験 

土の湿潤密度試験 
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